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表部では植物根が混入する
粘性は中位程度で、少量の軽石粒
が点在する
1.3m付近より暗茶褐色を呈する
粘性は強く、やや粘土質になる
7m付近より茶褐色となり、黒褐色
の有機物が不均一に混じる
9m付近より白色のスコリアが不均
一に混じる
11.7m付近より暗茶褐色を呈し、
有機物が点在する
所々で固結する

含水が多く、粘性は中位程度の粘
性土である
φ2mm内外のスコリア粒が不均一
に点在する
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含水が多く、粘性は中位程度の粘
性土である
φ2mm内外のスコリア粒が不均一
に点在する
φ2～40mm程度の円～亜円礫と風
化礫および粘土分が主体となる
層上部では細粒分の割合が多い
礫種は、安山岩，凝灰岩，砂岩
，チャ－トが主体となるが、安山
岩および\凝灰岩礫は風化に伴い、
脆弱化する

粒径が均一な細砂よりなる
少量の細粒分や細礫が点在する

φ2～50mm程度の円～亜円礫およ
び風化礫を主体とし、基質は砂質
粘性土が\主体となる
基質は全体に軟質である

φ2～50mm程度の円～亜円礫およ
び風化礫を主体とし、基質は粘土
分の混じる\粗砂よりなる
所々でコア長が50～100mmの玉石
が点在する
基質は比較的硬質で、礫と基質が
密着する割合が多い
礫種は、安山岩，チャ－ト，砂岩
，凝灰岩が主となる
27.3～30.5m間は硬質な礫の割合
が少ない
34m付近より礫間の砂分が多くな
る

均質な細砂を主体とし、少量の細
粒分を含む

φ2～50mm程度の円～亜円礫を主
体とし、風化礫も混在する
基質は粘土分を含む粗砂により充
填される
コア長φ80mm程度の玉石が点在
する
38.1～38.3m間で細砂が多く混入
する

粘土分を含む細砂を主体とする
含水は中位程度である

φ2～30mm程度の円～亜円礫を主
体とし、基質は粘土混じり砂状を
呈す
風化礫が点在する
41.9m付近で細砂が多く混入する
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φ2～30mm程度の円～亜円礫を主
体とし、基質は粘土混じり砂状を
呈す
風化礫が点在する
41.9m付近で細砂が多く混入する
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